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防
衛
研
究
所
政
策
研
究
部
長

兵
頭
慎
治

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
九
ヵ
月
が
経
過
し
た
が
、

戦
争
終
結
に
向
け
た
出
口
は
全
く
見
え
な
い
。
む
し
ろ
、
核
使
用
な

ど
戦
争
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
長
期
化

に
よ
り
、双
方
の
犠
牲
者
も
大
き
く
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
戦
況
は
、

主
導
権
を
握
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
攻
勢
が
続
き
、
劣
勢
に
立
た
さ
れ

る
ロ
シ
ア
軍
は
守
り
に
徹
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
に

と
っ
て
戦
況
が
大
き
く
悪
化
す
る
な
か
、
国
内
強
硬
派
に
突
き
上
げ

ら
れ
る
形
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
九
月
下
旬
以
降
、
①
東
部
、
南

部
四
州
の
「
併
合
」、
②
三
〇
万
人
の
部
分
動
員
、
③
核
使
用
の
軍

事
的
威
嚇
、
④
「
併
合
」
地
域
へ
の
「
戒
厳
令
」
導
入
と
い
う
、
四

つ
の
カ
ー
ド
を
次
々
に
切
っ
た
。

東
部
が
奪
還
さ
れ
て
四
州
「
併
合
」
を
強
行

　

九
月
上
旬
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
東
部
の
要
衝
イ
ジ
ュ
ー
ム
に
加
え

て
、
ハ
ル
キ
ウ
州
の
大
半
の
地
域
を
奪
還
し
た
。
南
部
で
反
転
攻
勢

を
進
め
る
構
え
を
示
し
て
、
ロ
シ
ア
軍
の
精
鋭
部
隊
を
東
部
か
ら
南

部
に
引
き
寄
せ
、手
薄
と
な
っ
た
東
部
で
の
電
撃
作
戦
に
成
功
し
た
。

七
月
以
降
、
米
国
か
ら
供
与
さ
れ
た
高
機
動
ロ
ケ
ッ
ト
砲
シ
ス
テ
ム

（
ハ
イ
マ
ー
ス
）
な
ど
を
用
い
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
南
部
戦
線
で

ロ
シ
ア
側
の
軍
事
拠
点
を
効
果
的
に
破
壊
し
、
八
月
に
は
ロ
シ
ア
軍

ひ
ょ
う
ど
う　

し
ん
じ　

上
智
大
学
大
学
院
博
士

前
期
課
程
修
了
。
英
国
王
立
統
合
国
防
安
全
保
障

研
究
所
（
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
）
客
員
研
究
員
を
経
て
現
職
。

ロ
シ
ア
・
東
欧
学
会
副
代
表
理
事
、
内
閣
官
房
国

家
安
全
保
障
局
顧
問
な
ど
を
歴
任
。
専
攻
は
ロ
シ

ア
地
域
研
究
。
著
書
に
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
国
際
秩
序

の
再
編
』（
共
著
）
な
ど
。

戦
況
悪
化
で
追
い
詰
め
ら
れ
る
プ
ー
チ
ン
大
統
領

—
—

ロ
シ
ア
軍
の
立
て
直
し
は
可
能
か
？

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
攻
勢
に
、
四
州
併
合
、
戒
厳
令
施
行
に
加
え

部
分
動
員
で
兵
力
増
強
と
国
内
引
き
締
め
を
図
る
プ
ー
チ
ン
政
権
。

だ
が
ハ
ル
キ
ウ
州
お
よ
び
ヘ
ル
ソ
ン
市
か
ら
の
撤
退
も
余
儀
な
く
さ
れ
、

切
れ
る
戦
略
カ
ー
ド
は
決
し
て
多
く
な
い
。

総
動
員
か
、
核
使
用
か
、
戦
況
立
て
直
し
の
方
向
性
は
。
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の
後
方
拠
点
で
あ
る
ク
リ
ミ
ア
半
島
内
で
爆
破
事
件
を
引
き
起
こ
し

た
。
今
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
動
き
も
、
ロ
シ
ア
軍
の
注
意
を
南

部
に
引
き
付
け
る
た
め
の
、
巧
み
な
「
陽
動
作
戦
」
の
一
環
で
あ
っ

た
。
奇
襲
攻
撃
に
慌
て
た
ロ
シ
ア
軍
は
敗
走
し
、
置
き
去
り
に
さ
れ

た
戦
車
な
ど
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
手
に
渡
っ
た
。

　

東
部
奪
還
の
動
き
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
延
期
さ
れ
て
い

た
「
住
民
投
票
」
と
称
す
る
活
動
を
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
突
如

九
月
二
三
日
か
ら
強
行
し
た
。「
併
合
」
対
象
の
四
州
は
、
ロ
シ
ア

側
が
完
全
に
制
圧
で
き
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
奪

還
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
支
配
地
域
で
は
、
透
明
の

投
票
箱
を
持
っ
た
当
局
者
が
、
武
装
兵
と
と
も
に
戸
別
訪
問
の
形
で

投
票
を
強
要
し
、
圧
倒
的
多
数
の
住
民
が
ロ
シ
ア
へ
の
編
入
を
望
む

と
い
う
「
見
せ
か
け
の
住
民
投
票
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
九
月
三
〇
日
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
四
州
を
ロ

シ
ア
に
「
併
合
」
す
る
と
宣
言
し
た
。
そ
の
演
説
の
中
で
、「
わ
れ

わ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
力
と
手
段
を
講
じ
て
ロ
シ
ア
の
領
土
を
守
る
」

と
述
べ
、「
併
合
」
さ
れ
た
と
ロ
シ
ア
が
主
張
す
る
四
州
も
含
め
て
、

領
土
防
衛
の
観
点
か
ら
核
使
用
も
辞
さ
な
い
構
え
を
見
せ
た
。
プ
ー

チ
ン
政
権
が
「
併
合
」
を
急
い
だ
背
景
に
は
、戦
況
の
悪
化
に
よ
り
、

ロ
シ
ア
の
支
配
地
域
が
縮
小
す
る
こ
と
を
早
急
に
食
い
止
め
る
狙
い

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
州
境
ま
で
完
全
制
圧
し

て
か
ら
の
「
併
合
」
を
考
え
て
い
た
が
、「
併
合
」
さ
れ
た
領
土
の

境
界
線
が
確
定
し
な
い
ま
ま
の
見
切
り
発
車
と
な
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
初
の
「
動
員
」
で
国
内
動
揺

　

一
〇
月
一
二
日
、
ロ
シ
ア
の
独
立
系
メ
デ
ィ
ア
は
、
連
邦
保
安
局

（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
の
現
役
将
校
と
特
殊
部
隊
の
元
将
校
の
話
と
し
て
、
ロ

シ
ア
軍
の
死
傷
者
が
九
万
人
以
上
に
の
ぼ
る
と
報
じ
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
投
入
さ
れ
た
正
規
兵
約
一
五
万
人
の
半
数
以
上
が
戦
闘
不
能
に

な
っ
た
と
み
ら
れ
、
ロ
シ
ア
軍
は
深
刻
な
兵
員
不
足
に
直
面
し
て
い

る
。
国
民
か
ら
の
反
発
を
恐
れ
る
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
こ
れ
ま
で

総
動
員
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
九
月
二
一
日
に
「
部
分
動

員
に
関
す
る
大
統
領
令
」
に
署
名
し
た
。

　

シ
ョ
イ
グ
国
防
相
は
、
兵
役
な
ど
の
軍
務
経
験
の
あ
る
約
三
〇
万

人
を
徴
兵
す
る
と
説
明
し
た
が
、
学
生
や
高
齢
者
、
病
人
な
ど
対
象

外
の
男
性
に
も
召
集
令
状
が
届
き
、
し
か
も
動
員
期
間
が
戦
争
終
了

ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
国
内
で
動
揺
と
反
発
の
動
き
が

広
が
っ
た
。
実
際
の
動
員
は
一
〇
〇
万
人
規
模
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
臆
測
も
高
ま
り
、
約
七
〇
万
人
の
ロ
シ
ア
男
性
が
国
外
に
脱

出
し
、
国
内
で
は
反
戦
デ
モ
が
再
燃
し
た
。

　

こ
の
部
分
動
員
に
よ
り
、
職
業
軍
人
に
よ
る
「
他
人
事
の
特
別
軍

事
作
戦
」
が
、
身
内
が
戦
地
に
送
ら
れ
る
「
自
分
事

4

4

4

の
戦
争
」
に
変



外交 Vol.76 Nov./Dec. 2022 124

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
「
特
別
軍
事
作
戦
は
順
調
に
行
わ
れ
て

い
る
」
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
ク
レ
ム
リ
ン
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
も
崩

れ
つ
つ
あ
り
、「
こ
の
戦
争
で
ロ
シ
ア
は
負
け
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
」
と
の
認
識
が
広
ま
っ
た
。

　

動
員
兵
に
は
軍
服
や
兵
器
な
ど
の
装
備
品
が
与
え
ら
れ
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
ほ
か
、十
分
な
訓
練
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
戦
場
に
送
ら
れ
、

職
業
軍
人
以
上
に
士
気
が
低
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。
刑
法
を
改
正
し

て
徴
兵
忌
避
や
戦
場
離
脱
に
厳
罰
を
科
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
側
へ
の
投
降
の
動
き
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
第
二

次
大
戦
時
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
戦
の
よ
う
に
、味
方
兵
が
脱
走
・

降
伏
し
な
い
よ
う
後
方
か
ら
監
視
・
攻
撃
す
る
「
督
戦
隊
」
が
編
成

さ
れ
た
と
英
国
防
省
は
分
析
す
る
。
三
〇
万
人
の
動
員
兵
を
も
っ
て

し
て
も
、
戦
況
を
大
き
く
好
転
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
見
方

が
根
強
い
。

戦
争
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
核
使
用
の
リ
ス
ク

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
七
〇
歳
の
誕
生
日
の
翌
日
に
あ
た
る
一
〇
月

八
日
、
ク
リ
ミ
ア
大
橋
の
爆
破
事
件
が
発
生
し
た
。
ロ
シ
ア
側
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
情
報
機
関
に
よ
る
テ
ロ
行
為
と
断
定
し
、
二
日
後
の

一
〇
日
か
ら
、
首
都
キ
ー
ウ
も
含
め
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
一
六
都
市

へ
の
報
復
攻
撃
が
行
わ
れ
た
。
キ
ー
ウ
の
大
統
領
府
や
民
間
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
付
近
に
ミ
サ
イ
ル
や
自
爆
ド
ロ
ー
ン
が
着
弾
し
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
側
で
一
〇
〇
人
以
上
が
死
傷
し
た
。
火
力
発
電
所
や
変
電
所
な

ど
が
攻
撃
さ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
発
電
能
力
が
最
大
で
約
四
割
破
壊

さ
れ
、
停
電
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
況
を
好
転
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
ロ
シ
ア
は
、
寒
い
冬
を
前
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
奪
い
、
戦
意
を
喪
失
さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
と
み
ら
れ

て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
関
与
し
た
と
み
ら
れ
る
八
月
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
で

の
爆
破
事
件
に
関
し
て
、
ロ
シ
ア
側
は
大
き
く
反
応
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ク
リ
ミ
ア
大
橋
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
の
前
線
に

つ
な
が
る
軍
事
的
な
補
給
路
で
あ
り
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
の
政
治
的
な

シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
爆
破
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統

領
の
「
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
（
越
え
て
は
な
ら
な
い
一
線
）」
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
危
険
な
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
梯
子
を
一
段
登
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

九
月
二
一
日
の
演
説
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、「
も
し
わ
が
国

の
領
土
保
全
が
脅
か
さ
れ
た
場
合
、
我
々
は
ロ
シ
ア
と
国
民
を
守
る

た
め
に
、
使
用
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
兵
器
シ
ス
テ
ム
を
必
ず
使
う
。
こ

れ
は
ブ
ラ
フ
で
は
な
い
。」と
述
べ
た
。
他
方
、一
〇
月
一
三
日
、オ
ー

ス
テ
ィ
ン
米
国
防
長
官
は
、「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
る
核
使
用
を

示
唆
す
る
動
き
を
米
国
は
監
視
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
い
か
な
る
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兆
候
も
見
ら
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
戦
術
核
の
先
行
使
用
に

踏
み
切
る
ケ
ー
ス
は
、
以
下
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ
目
は
、

「
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
」
で
公
的
に
宣
言
さ
れ
て
い
る
軍
事
的
な
破
壊

目
的
で
あ
る
。
通
常
兵
器
を
用
い
て
ロ
シ
ア
領
が
攻
撃
さ
れ
、
国
家

存
亡
の
危
機
に
陥
っ
た
場
合
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側

の
戦
意
を
挫
く
た
め
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
的
に
政
治
使
用
す

る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
戦
争
敗
北
で
プ
ー
チ
ン
失
脚
の
恐
れ
が
高
ま
る

場
合
、「
窮
鼠
猫
を
噛
む
」状
況
が
生
ま
れ
る
。
合
理
的
に
考
え
れ
ば
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
い
え
ど
も
、核
使
用
の
ハ
ー
ド
ル
は
相
当
高
い
。

し
か
し
、
ロ
シ
ア
が
自
国
領
と
見
な
す
「
併
合
」
さ
れ
た
四
州
に
対

す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
の
攻
撃
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
核
使
用
の

可
能
性
は
排
除
さ
れ
な
い
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
核
使
用
に
踏
み
切
る
か
ど
う
か
は
、
最
終
的

に
米
国
の
出
方
を
ど
う
計
算
す
る
か
に
よ
る
。
ロ
シ
ア
が
核
使
用
し

た
場
合
、
米
国
は
通
常
戦
力
を
用
い
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
内
や
黒
海

上
の
ロ
シ
ア
軍
に
攻
撃
を
加
え
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
場
合
、
そ
れ
に
対
す
る
ロ
シ
ア
側
の
報
復
も
予
想
さ
れ
、

ロ
シ
ア
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
全
面
戦
争
に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
る
。「
第

三
次
世
界
大
戦
を
避
け
る
」
と
し
て
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
開
戦
前

か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
直
接
介
入
し
な
い
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
。

世
界
の
警
察
官
を
や
め
た
と
す
る
米
国
が
、
果
た
し
て
ロ
シ
ア
と
事

を
構
え
る
決
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
決
断
を
米
国
民

が
支
持
す
る
の
か
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
政
治
力
を
プ
ー
チ
ン
大
統

領
も
注
視
し
て
い
る
。

四
州
へ
の
「
戒
厳
令
」
導
入
と
ロ
シ
ア
軍
の
戦
略
的
撤
退

　

一
〇
月
二
〇
日
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
「
併
合
」
四
州
に
「
戒
厳

令
」
を
導
入
し
た
。
そ
れ
以
外
の
ロ
シ
ア
全
土
に
は
、
レ
ベ
ル
の
異

な
る
「
警
戒
態
勢
」
が
導
入
さ
れ
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
し
て
は
、

国
内
か
ら
の
反
発
と
動
揺
を
恐
れ
、
ロ
シ
ア
全
土
へ
の
戒
厳
令
に
は

踏
み
込
め
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
戒
厳
令
は
ロ
シ
ア
語
で
は
「
戦

争
状
態
」
と
表
現
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
「
特
別
軍
事
作
戦
」
と
称
し
た

も
の
が
、
事
実
上
の
「
戦
争
」
に
当
た
る
こ
と
を
公
に
認
め
た
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
戒
厳
令
に
よ
り
、
安
全
確
保
の
名
目
で
、
財
産
の

接
収
や
住
民
の
拘
束
、
一
時
的
な
移
住
の
強
要
、
通
信
の
監
視
な
ど

の
超
法
規
的
な
強
制
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
実
際

に
、南
部
ヘ
ル
ソ
ン
州
の
住
民
な
ど
の
強
制
移
住
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

土
地
や
建
物
な
ど
の
私
有
財
産
を
接
収
し
て
軍
事
拠
点
を
形
成
す
る

こ
と
や
、
軍
需
産
業
な
ど
へ
の
勤
務
を
強
要
す
る
「
産
業
動
員
」
な

ど
も
可
能
と
な
る
。
戦
況
悪
化
が
続
く
な
か
、
い
ず
れ
「
総
動
員
」

と
「
総
戒
厳
令
」
に
発
展
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
が
ロ
シ
ア
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国
内
で
は
根
強
い
。

　

一
一
月
九
日
、
プ
ー
チ
ン
政
権
は
、「
併
合
」
し
た
ヘ
ル
ソ
ン
州

の
州
都
ヘ
ル
ソ
ン
市
付
近
か
ら
ロ
シ
ア
軍
を
撤
退
さ
せ
た
。
ド
ニ
プ

ロ
川
西
岸
に
駐
留
し
て
い
た
精
鋭
部
隊
な
ど
は
、
補
給
路
に
あ
た
る

橋
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
撃
滅
さ
れ
る
危
機

に
直
面
し
て
い
た
。
一
〇
月
上
旬
に
任
命
さ
れ
た
ス
ロ
ビ
キ
ン
総

司
令
官
は
人
命
尊
重
を
理
由
と
し
て
「
戦
略
的
撤
退
」
を
進
言
し
、

シ
ョ
イ
グ
国
防
相
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
。
東
部
の
要
衝
イ
ジ
ュ
ー

ム
で
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
る
「
政
治
的
な
死
守
命
令
」
に
よ

り
、
ロ
シ
ア
軍
が
大
打
撃
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
戦
力
を
ド

ニ
プ
ロ
川
東
岸
に
引
き
下
げ
て
立
て
直
す
こ
と
を
判
断
し
た
と
み
ら

れ
る
。
過
剰
な
政
治
介
入
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
軍
の
指
揮
命
令
系
統
は

混
乱
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
現
場
の
総
司
令
官
に
軍
事
裁
量

を
認
め
て
、
よ
り
「
軍
事
合
理
的
な
作
戦
」
を
重
視
す
る
姿
勢
に
転

換
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

ヘ
ル
ソ
ン
市
は
、ロ
シ
ア
側
が
「
併
合
」
宣
言
し
た
四
州
の
中
で
、

ロ
シ
ア
が
開
戦
後
に
占
領
し
た
唯
一
の
州
都
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
を
失
う
プ
ー
チ
ン
政
権
に
と
っ
て
は
政
治
的
な
打
撃
と
な
る
。

し
か
も
、「
併
合
」
や
「
部
分
動
員
」、「
戒
厳
令
」
を
経
て
も
、
戦

争
で
勝
て
な
い
と
の
認
識
が
国
内
に
広
ま
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ヘ

ル
ソ
ン
州
は
ロ
シ
ア
が
支
配
す
る
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
玄
関
口
に
あ
た

り
、
ヘ
ル
ソ
ン
州
全
域
が
欠
け
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
ア
ゾ
フ
海
沿
岸

の
「
陸
の
回
廊
」
も
機
能
し
な
く
な
る
。
ペ
ス
コ
フ
大
統
領
報
道
官

は
、
国
内
で
の
批
判
の
矛
先
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
向
か
わ
な
い
よ

う
、
こ
の
決
定
は
あ
く
ま
で
も
国
防
省
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
に
と
っ
て
は
、
首
都
キ
ー
ウ
、
東
部
ハ
ル
キ
ウ
州

に
次
ぐ
ロ
シ
ア
軍
の
撤
退
で
あ
り
、
大
き
な
戦
果
と
な
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
自
然
の
防
衛
線
に
あ
た
る
ド
ニ
プ
ロ
川
の
東
岸
で
、
ロ

シ
ア
軍
は
防
御
を
固
め
て
戦
力
再
編
を
図
ろ
う
と
し
て
お
り
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
に
と
っ
て
も
、
ド
ニ
プ
ロ
川
を
越
え
た
さ
ら
な
る
領
土
奪

還
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
南
部
の
戦
況
は
ド
ニ
プ
ロ
川
を
め

ぐ
っ
て
膠
着
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
ド
ニ
プ
ロ
川
西
岸
か
ら
撤

退
し
た
ロ
シ
ア
軍
は
東
部
に
転
戦
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
、
東
部
の

攻
防
戦
は
さ
ら
に
激
し
さ
を
増
す
可
能
性
も
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
軍
は
、
①
兵
力
の
不
足
、
②
兵
器
の
枯
渇
、
③
指
揮
命
令

系
統
の
混
乱
、
と
い
う
三
つ
の
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
関
し
て
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
兵
力
不
足
に
関
し

て
は
、
三
〇
万
人
の
部
分
動
員
で
補
お
う
と
し
て
い
る
が
、
戦
闘
意

欲
に
欠
け
る
動
員
兵
を
短
期
間
で
職
業
軍
人
並
み
の
練
度
に
引
き
上

げ
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
兵
器
の
枯
渇
は
、
北
朝
鮮
か
ら
の
数
百
万

発
の
砲
弾
や
イ
ラ
ン
か
ら
の
ド
ロ
ー
ン
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
供
給
で
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穴
埋
め
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
戦
況
を
大
き
く
変
え
る
よ
う
な
レ

ベ
ル
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
指
揮
命
令
系
統
の
混
乱
に
関
し
て

は
、
過
剰
な
政
治
介
入
を
排
し
て
現
場
の
総
司
令
官
の
軍
事
裁
量
を

広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
軍
の
最
高
司
令
官
で
あ
る
プ
ー

チ
ン
大
統
領
の
介
入
が
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

戦
争
終
結
に
は
プ
ー
チ
ン
政
権
終
焉
し
か
な
い
の
か
？

　

四
州
「
併
合
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
四
州
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
で
停
戦

ラ
イ
ン
を
引
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
か
ら
す
れ
ば
既
に

自
国
領
で
あ
り
、
妥
協
の
対
象
で
は
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一

方
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
交
渉
の
前
提
条
件
と
し
て
、
①
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
領
土
保
全
の
回
復
、
②
国
連
憲
章
の
尊
重
、
③
戦
争
に
よ

る
全
損
害
の
賠
償
、
④
す
べ
て
の
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
、
⑤
二
度
と

侵
略
し
な
い
保
証
、
の
五
つ
を
掲
げ
て
お
り
、
話
し
合
い
に
よ
る
落

と
し
ど
こ
ろ
は
当
事
者
間
で
見
出
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
な
れ

ば
、
プ
ー
チ
ン
政
権
が
終
焉
す
る
こ
と
以
外
に
、
戦
争
終
結
の
可
能

性
は
見
出
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

ソ
連
崩
壊
を
予
見
し
た
ソ
連
・
ロ
シ
ア
研
究
の
大
家
カ
レ
ー
ル
＝

ダ
ン
コ
ー
ス
氏
は
、
泥
沼
化
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
が
ソ
連
崩

壊
の
一
因
に
な
っ
た
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
行
き
詰
ま
る

プ
ー
チ
ン
政
権
の
「
終
わ
り
の
始
ま
り
」
を
指
摘
す
る
。
実
際
に
、

九
月
下
旬
の
部
分
動
員
後
の
独
立
系
世
論
調
査
に
お
い
て
、
プ
ー
チ

ン
支
持
率
の
低
下
傾
向
が
つ
い
に
始
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
支
持
率

は
七
割
以
上
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
た
だ
ち
に
政
権
が
崩
壊
す
る
予

兆
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、ロ
シ
ア
軍
は「
政
治
的
中
立
を
保
つ
」、

ロ
シ
ア
国
民
は
「
強
力
な
指
導
者
を
希
求
す
る
」
と
い
う
政
治
文
化

が
あ
る
た
め
、
そ
も
そ
も
ロ
シ
ア
で
は
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
政
権
転

覆
は
想
像
し
に
く
い
。

　

二
〇
二
四
年
三
月
の
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
に
向
け
て
、
二
三
年
秋

に
は
本
格
的
な
選
挙
戦
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
長
期
化
す
る
戦
争
で
敗

色
濃
厚
と
な
れ
ば
、
政
権
中
枢
部
の
強
硬
派
や
ロ
シ
ア
国
民
の
さ
ら

な
る
離
反
が
続
き
、
将
来
的
に
プ
ー
チ
ン
再
選
が
危
ぶ
ま
れ
る
可
能

性
は
排
除
さ
れ
な
い
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
戦
意
の
喪
失
を
狙
っ

て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
を
破
壊
し
、
支
援
疲

れ
を
引
き
出
す
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
武
器
に
欧
米
諸
国
を
揺
さ
ぶ

り
な
が
ら
、
戦
争
の
長
期
化
に
勝
利
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
ロ

シ
ア
全
土
に
総
動
員
が
発
令
さ
れ
れ
ば
、
大
統
領
選
挙
そ
の
も
の
も

無
期
延
期
と
な
り
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
権
力
は
自
動
的
に
延
長
さ

れ
る
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
国
内
か
ら
の
反
発
や
動
揺
は
今
以
上
に
高

ま
る
で
あ
ろ
う
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
権
力
延
長
と
国
内
世
論
の

狭
間
で
い
つ
ま
で
戦
争
を
続
け
る
の
か
。
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
●




